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平衡繁換器素子の試作2種

1.はしがき

鉱5変換器Il極波太陽雑音受信装置の中で最も重要

なる部分で， 通常 MagicTe巴による卒衡型を用いる

のであるが，所主i!-fM~按に亘ってその卒衡を極めてよく

する必要がある.それにはうしず各交換器禁子の整合が

その帯主主に買って十分よ〈とれていなければならな

い.但し中間周波入力団Z告の設計を苦笑にする矯Magic

Teeと組合わぜた時鉱石聞の距離を出来るだけノj、さ く

することが必要であり，その上機械的信頼度も高〈な

ければならないことは勿論である.ここでは互に影銀

関係にある二つの袴域を同時に受信する必要からi事送

手宮城3750MC土60MCで VSWRl.05以内になること

を目標と して試作した2種の変換篤長子について述べ

る.この中一つな現在実用に供しているが，上速の要

求を完全に満足したものは未だ作られていない.

11.リッシ.導波管型饗換器素子

先ず導波管の特性イシヒ・ーダyスを鉱石のイソピー

第 1図
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〆y スに近づけるためにトッジ導波管を用いてみた.
1.構造

構造を第1図に示す.

2.整会のとリかた

A.第 2図η如き構造で，リヮジの高さ を変えると

鉱石掃入点におけるコ;/1/グタシス分が変るが測定の

結果23粍;こすると正規化コ yダグタ yスヵ:略、1にな

る.この時乃リ vジ譲渡管の特性イ yピーダyスを計

算すると約60オームになる.

B. 第 2 図においてリッジの高さが 23 粍• Xr=6粍

の場合，Xsに対するアドミッタ Y ス変化l主3750MC 

iこまれ、て第 3図の主11くなる.当然予，t{される様に叫

に対して変化の少ない所l主的がリッジの切断点より

ゐ/4附近で，周波数特性の見、いのもこの附近である.
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C.周波数特性の阜、い所を整合点に近づけるには叫

が6粍ゎ場合より ー1.6のサ・ソセプタ yスを鉱石椅入

点に附加する必要がある.これはワッジ、の後を2.91糠

イ'11'ますことに相当する.これで殆んど整合がとれるの

であるが更に整合の{故調をする穏に鉱石と入口との聞

にスワヴトを切って可動ピスを損入出来る様にした.

斯〈して決定された寸法は第1図に示す通りでこのと

きの入口における周波数特性及びピスにより整合をと



ったときの周波数令部主を第4図に示す.
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入口の点のイ y ピーグy ス

D.短絡板を可動にずると機、械的信頼度が低下する

心配があるので導波管を切断して固定した.

この援な大きさのl).yジ導波管を用いた場合の均

にせずる鉱石綿入点のアドミッタy ス変化は，第5図

からわかる践に h がゐ/2土1粧の聞を除けば非常に

小さ いから短絡板の固定ば機械的に極めて容易であ

る.

~~ 5図

的を5純子つ変えたときのア，:

ミッタ y ス変化

E. 鉱右から発十る高調波を除くため入口にが]13 

mmx44.5mmのスリヴトをj部入した.これを指人し

ても整合欽態It殆んど変化を叉けない.

3. 長所と短所

以上主主ベたリッジ縛波管型変換2崩4子は周波数特性

がよく整合が容易で，機Iiix的信頼度も高いが，入口から
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鉱石までが1波長(11.66cm)以上もあり MagicTee 

と組合せた場含，中間i周波入力回路の設計が図怒とな

る.イ旦し現在中間関波数は30MCで初!被柄が1MCと

云う小さい他で・あるからこの点は問題なく，現在'%用

に供している.

111.肩平導波管型嬰換器素子

IIに述べたリッジJff，i皮管型変換号毒素子は小型にすれ

ば周波数特性o:怒くなるため，ゐμ交成穏を用い扇司王

様波管相変J~?r，桜子を作ってみた.

J.構造

繕迭を第6凶に示す.

第 6凶
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2.整合のとリかた

A. 扇.2f-~謀波管の!京さは実験の結果 3 粍が適差是であ

った.このi待の特性インピーダy スを計・算すると 47

オームになる.

B.短絡板の位置を変えたときの入口におけるイ y

ピーダy ス変化は大きく，又周波数特性にも非常に影

響する.例えば第7図，tx.を変えて周波長k特性ヵ:兵

くなった附近で~. Xsを1粍ずつ変えたときの特性の変

イtである.

第 7図

h 者~ 1粍ずつJ変えたときの入口の
イy ピーダンスの?itfr.
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c.第6図に示すゐ/4チョータは中の同輸部と外の

第 8図
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① XJ=6.965粍①叫=6.6粍①叫=-6.41粍

① XJ=6.3粍 の入口における特性の変化

第 9図

X2を0.375粍ずつ交えたときの入口に
たける特性の変化

同車由部とのイ y ピーダyス比の大きなもの程，変換法

素子:全体の周波数特性;主よくなるが.XJ及びm を変

えるとイシピーグyス及び周波数特性が失々第 8図，

第 9図に示す如く非常t~こ変化する .

鉱石により周波数鞠生η良い.XJ及び均の値は 2

粍位異ることもあるが局主主数糊主主を良〈すると入口の

インピーダy スは鉱石により殆んど変らなかった.又

XJ・m を変えても周波数特性の良い均の位置11殆ん

ど変らないから町・mの調節に先立ち先ず短絡板の

位置を決定することがili*る.

D.整合のf故調を扇卒導波管内で行うとすると周波

数特性がi尽くなるから 1..9/4変成器内叉はそれ以前で

入口のイγピーダy ス

行わなければならない.整合をとったj鵡民を第10図

に示-t.

3.長所と短所

以上述べた様にリッヅ導波管型i二比し，かなり，J、4i1

に叉周波数特性も割合長いが，鉱石をj鼠入する原卒塙

i皮管ヵ:極めて海<，鉱石の位置 ・λ。/4チョーグの各
部，短絡板の位置等総べてが非常に周波数特性に影響

するために工作が難かしく，叉機械的強度にも心配が

ある.結局ゐ/4変成総の変成比が大きい主主これ自身
の周波数特性が主主<.これを後の部分で補償する矯各

郊の寸法IJ~函倒になるので，この様な設計にはかなり

無獲がある.

終りiこ臨み種々街脂噂を頂いた本研究所問中春夫助

教皮に感郊の窓を表する(昭和27年5月10R ) 


